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金
光
教
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
和

泉
正
一
議
長
）
で
は
、
教
団
独

立
記
念
祭
の
前
日
に
当
た
る
６
月
10

日
、
金
光
北
ウ
イ
ン
グ
や
つ
な
み
南

ホ
ー
ル
（
岡
山
県
浅
口
市
金
光
町
）
で
、

第
28
回
首
都
圏
布
教
御
礼
祈
願
祭
（
以

下
御
礼
祈
願
祭
）
を
仕
え
、
１
６
２
人

が
参
拝
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
天
地
金
乃
神
様
、
生

神
金
光
大
神
様
、
歴
代
金
光
様
、
そ
し

て
首
都
圏
布
教
に
尽
力
さ
れ
た
直
信
先

覚
先
師
先
人
ら
３
６
２
柱
の
ご
霊
神
様

に
、
今
日
ま
で
の
首
都
圏
布
教
の
歩
み

の
御
礼
と
、「
世
を
救
い
、
人
を
助
け
、

道
を
伝
え
る
」
首
都
圏
布
教
の
展
開
を

願
っ
て
仕
え
ら
れ
、明
年
（
平
成
30
年
）

に
は
首
都
圏
布
教
１
３
０
年
の
お
年
柄

を
迎
え
る
。

祭
典
に
先
立
ち
、
首
都
圏
布
教
の

歩
み
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
た

後
、
群
馬
・
埼
玉
教
会
連
合
会
長
の
松

本
光
明
先
生
（
埼
玉
県
浦
和
教
会
長
）

を
祭
主
に
祭
典
が
仕
え
ら
れ
た
。

　

首
都
圏
布
教
祈
願
詞
奉
唱
の
後
、「
祈

り
の
ノ
ー
ト
」「
奉
献
金
」
奉
納
に
続

い
て
、
祭
主
が
祭
詞
を
奏
上
。
直
信
先

覚
先
師
達
の
神
様
に
向
か
う
揺
る
ぎ
な

い
信
念
と
功
績
を
た
た
え
た
上
で
、
難

儀
に
満
つ
る
世
界
に
神
と
人
と
の
取
次

に
立
つ
金
光
大
神
の
道
の
確
か
な
る
展

開
を
祈
願
し
、
人
間
疎
外
に
む
し
ば
ま

れ
つ
つ
あ
る
今
の
現
代
社
会
に
あ
っ

て
、
首
都
圏
の
信
奉
者
一
同
が
本
部
広

前
の
御
取
次
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
天
地
書

附
を
わ
が
身
に
体
し
て
、
尊
き
教
祖
生

神
金
光
大
神
の
東
方
伝
道
へ
の
切
な
る

祈
り
を
わ
が
祈
り
と
頂
き
、
直
信
先
覚

先
師
達
の
道
開
き
の
み
心
を
受
け
現
せ

る
よ
う
に
願
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
と
す

る
、
自
然
災
害
、
世
界
各
地
の
戦
争
、

紛
争
に
て
命
を
落
と
し
た
御
霊
達
の
道

立
て
と
、
被
災
者
、
戦
災
者
の
助
か
り

と
立
ち
行
き
、
復
興
と
平
和
実
現
の
上

に
祈
り
を
さ
さ
げ
、
玉
串
を
供
え
た
。

　

次
に
教
話
講
師
を
は
じ
め
、
各
代
表

が
玉
串
を
供
え
、「
い
ま
日
は
の
ぼ
る
」

を
参
拝
者
全
員
で
斉
唱
し
た
。

祭
典
後
、
鈴
木
一
嘉
先
生
（
東
京

都
小
金
井
教
会
長
）
が
「
振
り

返
っ
て
み
れ
ば･･･

」
と
題
し
て
教
話
。

昭
和
63
年
に
首
都
圏
布
教
百
年
の
記
念

の
祭
典
と
し
て
、
第
一
回
目
と
な
る
御

礼
祈
願
祭
が
東
光
園
で
仕
え
ら
れ
、
そ

の
参
拝
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
先
発
隊
と

し
て
ご
用
を
さ
れ
た
経
験
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　

御
礼
祈
願
祭
の
諸
準
備
を
中
心

的
に
担
っ
て
い
た
、
当
時
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
の
長
谷
川
親
男

先
生
（
東
京
都
麹
町
教
会
）
が
、
平
成

13
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
事
前
の
準

備
が
整
わ
な
く
な
り
、
祭
典
が
仕
え
ら

れ
な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
平
成
17
年
に
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
に
壮
年
教
師
会
が
発
足
し
、
改
め
て

こ
の
祭
典
を
「
首
都
圏
の　

首
都
圏
に

よ
る　

首
都
圏
の
た
め
の
祭
典
」
に
し

た
い
と
の
願
い
か
ら
、
祭
典
を
再
度
お

仕
え
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
ま
で
続

い
て
き
て
い
る
。

　

私
は
壮
年
教
師
会
の
退
会
と
と
も

に
、
祭
典
準
備
に
当
た
る
先
発
隊
の
ご

用
か
ら
も
卒
業
さ
せ
て
頂
い
た
。
同
時

期
に
教
会
事
情
か
ら
毎
月
第
２
日
曜
に

仕
え
て
い
た
月
例
祭
を
６
月
だ
け
前
日

の
土
曜
日
に
私
が
お
仕
え
し
、
翌
日
の

教
団
独
立
記
念
祭
に
参
拝
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
昨
年
当
た
り
か
ら
、

心
の
中
に
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
思
い
が
胸
に
わ
き
起
こ
る
よ
う

に
な
り
、
御
礼
祈
願
祭
は
大
切
な
お
祭

り
と
し
て
頂
き
、
月
例
祭
の
日
程
を
繰

り
上
げ
、
昨
年
、
お
よ
そ
三
年
ぶ
り
に

御
礼
祈
願
祭
参
拝
の
お
か
げ
を
頂
い

た
。

　

私
た
ち
が
ご
用
し
て
い
た
頃
は
、
東

京
の
青
年
教
師
が
中
心
で
、
他
の
連
合

会
の
先
生
方
は
数
名
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
今
で
は
各
連
合
会
の
若
い
先
生

方
が
一
生
懸
命
に
祭
典
準
備
を
さ
れ
、

更
に
は
同
世
代
の
安
西
宏
太
先
生
（
千

葉
県
木
更
津
南
教
会
）
も
教
話
講
師
を

務
め
ら
れ
た
。
し
か
も
先
生
は
、
お
祭

の
準
備
を
し
、
祭
典
を
頂
か
れ
、
更
に

教
話
も
さ
れ
、
後
片
付
け
を
し
て
直
会

に
行
か
れ
る
。
ま
る
で
自
分
の
在
籍
教

会
の
祭
典
の
よ
う
に
御
用
さ
れ
る
姿
に

感
動
を
覚
え
、
負
け
て
ら
れ
な
い
と
い

う
思
い
が
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
御
礼
祈

願
祭
を
一
つ
の
「
行
事
」
と
み
て
い
た

が
、
30
年
か
け
て
や
っ
と
、
神
様
、
御

霊
様
に
向
か
う
「
祭
典
」
だ
と
気
づ
か

せ
て
頂
い
た
。

　

明
年
は
首
都
圏
布
教
１
３
０
年
を
迎

え
る
。
私
が
相
ま
み
え
た
先
輩
方
も
お

ら
れ
れ
ば
、
畑
初
代
、
大
場
初
代
を

は
じ
め
と
す
る
先
人
達
が
築
い
て
き

た
１
３
０
年
の
歴
史
で
も
あ
る
。
現

フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
の
和
泉
先
生
は
、
先

人
達
が
築
い
て
き
た
歴
史
で
は
あ
る

が
、
現
在
の
首
都
圏
布
教
の
現
場
の
最

先
端
に
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
な
ん
だ

と
、
ご
教
授
下
さ
っ
た
。
来
年
の
御
礼

祈
願
祭
に
向
け
て
、
信
心
の
成
長
と
、

先
人
達
の
ご
努
力
や
ご
苦
労
に
報
い
る

生
き
方
を
共
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

教
話
後
、
お
道
筋
に
移
動
し
、
教

主
金
光
様
の
お
退
け
を
お
見
送

り
し
、
神
露
酒
造
で
祝
宴
が
開
か
れ
、

受
褒
教
師
、
新
任
教
師
が
紹
介
さ
れ

た
。新
任
教
師
の
菅
原
安
喜
子
先
生（
千

葉
県
野
田
市
教
会
）
は
、「
教
師
不
在

の
教
会
で
し
た
が
、
一
念
発
起
し
、
教

師
に
な
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
教
師
不

在
の
教
会
に
一
人
で
も
教
師
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
こ
か
ら
神
様
の

ご
用
に
立
た
せ
て
頂
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

奮い立たしめたまいませ
今こそ和賀心のときなりと

首
都
圏
布
教

　
御
礼
祈
願
祭

（ 千 葉 県 船 橋 教 会 ）

（ 東 京 都 芝 教 会 ）

（ 東 京 都 本 郷 教 会 ）

（ 東 京 都 銀 座 教 会 ）

（ 東 京 都 目 黒 教 会 ）

（ 東 京 都 荒 川 教 会 ）

（神奈川県神奈川教会）

（神奈川県平塚教会）

金 光 貴 志 子 師

宇 都 木 あ け み 師

西 村 紀 子 師

前 島 純 一 師

小 林 文 子 師

金 子 テ ツ 子 師

福 田 光 一 師

奥 川 美 智 雄 師

おめでとうございます

●新任教師

●四十年受褒教師

菅 原 安 喜 子 師

豊 永 晃 太 郎 師

（ 千 葉 県 野 田 市 教 会 ）

（ 東 京 都 芝 教 会 ）

フ
ォ
ー
ラ
ム
た
よ
り

“いま、和賀心のとき”
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茨
城
・
栃
木
教
会
連
合
会
（
清
水
日

出
男
会
長
）
で
は
、
７
月
８
日
（
土
）、

小
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
教
師
信
徒
合
同
研
修
会
を
開
催

し
、
34
名
が
参
加
し
た
。

　

神
奈
川
・
山
梨
教
会
連

合
会
（
山
田
信
二
会
長
）

で
は
７
月
５
日
（
水
）、

神
奈
川
教
会
で
女
性
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
９
９
２
年
に
始
ま
っ
た

こ
の
つ
ど
い
は
、
連
合
会

内
の
教
会
を
回
っ
て
開
催

さ
れ
、
学
習
と
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
信
徒

部
の
活
動
で
す
が
、
女
性

教
師
も
熱
心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
介
護
」と「
着
物
の
リ
メ
ー

ク
」
が
テ
ー
マ
。
鎌
倉
教
会
の
信
徒
・

古
賀
さ
や
か
さ
ん
と
吉
岡
裕
子
さ
ん
の

お
話
を
聞
き
懇
談
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
28
名(

う
ち
６
名
が
女
性
教
師)

。

　

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
経

　

群
馬
・
埼
玉
教
会
連
合
会
（
松
本
光

明
会
長
）
は
７
月
30
日
、
群
馬
県
桐
生

市
の
「
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
」
で
第
17
回

群
埼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
を

開
催
し
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
44
名
が
参
加
し

た
。

　

こ
の
集
会
は
、

連
合
会
内
信
奉
者

の
交
流
と
親
睦
を

図
り
、
信
心
継
承

に
つ
な
げ
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
、
今
年
は
、
自
然
の

生
命
の
大
切
さ
を
身
近
な
昆
虫
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
を
通
し
て
学
ん
だ
。

　

同
施
設
は
「
昆
虫
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
体
験
型
教
育
施
設
で
、
広
大
な
敷
地

内
に
雑
木
林
や
棚
田
、
畑
、
小
川
な
ど

の
里
山
の
原
風
景
が
再
現
さ
れ
、
亜

熱
帯
の
植
物
が
生
い
茂
る
温
室
内
で
、

験
を
持
つ
古
賀
さ
ん
は
、
実
母
の
介
護

経
験
を
交
え
て
、
介
護
が
必
要
に
な
る

時
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で
の

流
れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
入
れ
て
か
ら

の
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
介
護
す

る
立
場
に
な
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
抱
え

こ
ま
ず
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、「
神
人
あ
い
よ
か

け
よ
の
生
活
運
動
」
の
推
進
を
願
っ
て

開
催
さ
れ
、
嶋
田
洋
東
京
セ
ン
タ
ー
次

長
を
講
師
に
お
招
き
し
た
。「
道
は
人

が
開
け
」
と
い
う
講
題
で
、
嶋
田
先
生

の
通
っ
て
こ
ら
れ
た
様
々
な
ご
体
験
を

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
金
光
教
に
必
要

な
こ
と
を
お
話
し
頂
い
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
、
写
真
撮
影
、
昼
食

を
頂
き
、
午
後
か
ら
は
５
班
に
分
か
れ

て
班
別
懇
談
を
行
っ
た
。
今
年
は
男
性

班
、
女
性
班
と
分
か
れ
、
忌
憚
の
な
い

意
見
が
多
く
出
さ
れ
て
、
予
定
時
間
で

は
足
り
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

　

全
体
懇
談
で
は
各
班
か
ら
質
疑
応
答

の
時
間
内
で
は
聞
き
き
れ
な
か
っ
た
講

師
へ
の
質
疑
を
出
し
合
い
、
講
師
と
共

に
議
論
を
深
め
た
。
今
後
の
連
合
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
情
熱
を
も
っ
て

道
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
と
な

る
よ
う
に
と
確
認
し
合
い
、
充
実
感
と

笑
顔
の
中
で
散
会
し
た
。

　

東
京
都
教
会
連
合
会
（
和
泉
正
一
会

長
）
で
は
、
来
年
お
迎
え
す
る
首
都
圏

布
教
１
３
０
年
の
お
年
柄
奉
迎
の
準
備

を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
行
事
と
な
る
記
念
の
東
京
集
会
に

つ
い
て
は
、「
よ
ろ
こ
び 

集
め 

つ
な
げ

よ
う 

─ 

子
・
孫
へ
、
世
の
人
々
へ 

─ 

」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
来
年
７
月

21
日
（
土
）
の
午
後
に
「
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー

ル
」
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
首
都
圏
の
皆
様
に
は
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ふ
る
っ
て
ご
参
集
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
内
容
と
し

て
は
、
信
奉
者
の
信

仰
体
験
発
表
、
初
代

白
神
新
一
郎
先
生
の

ご
教
蹟
を
た
た
え
る

朗
読
劇
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
企
画

日
本
最
大
級
の
チ
ョ
ウ
「
オ
オ
ゴ
マ
ダ

ラ
」
を
間
近
で
観
察
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
昆
虫
観
察
館
内
を
出
題
さ
れ
た

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
巡
り
、
続
い

て
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
チ
ョ
ウ
が
舞
う
、

ふ
れ
あ
い
温
室
を
見
学

し
た
。
亜
熱
帯
の
植

物
が
生
い
茂
り
、

滝
が
流
れ
る
温
室

内
に
は
、
色
鮮
や

か
な
チ
ョ
ウ
が
舞

い
交
い
、
そ
の
可
憐

な
姿
に
参
加
者
た
ち
は

声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
達
は
虫
取
り
網

を
手
に
、
芝
生
広
場
や
バ
ッ
タ
の
原
っ

ぱ
で
昆
虫
探
し
。

　

昼
食
後
は
、
明
治
初
期
の
養
蚕
農
家

を
移
築
し
た
か
や
ぶ
き
民
家
を
見
学

し
、
竹
馬
や
竹
ぽ
っ
く
り
な
ど
の
昔
遊

び
で
楽
し
ん
だ
。

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
テ
ー
マ
で
あ
る
「
よ
ろ
こ
び
集

め
」
の
た
め
に
、「
よ
ろ
こ
び
ノ
ー
ト
」

「
よ
ろ
こ
び
ツ
イ
ー
ト
」「
よ
ろ
こ
び

カ
ー
ド
」
な
ど
を
使
っ
て
、「
よ
ろ
こ

び
」
を
東
京
集
会
で
集
約
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
首
都
圏
の
信
奉
者
の
皆
様
に
ご

協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
と
存
じ
ま
す

の
で
、
そ
の
節
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
初
代
白
神
先
生
の
お
道
開
き

の
ご
偉
業
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
わ
か

ら
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
去
る
９
月
１

日
に
『
金
光
教
大
阪
教
会
初
代
白
神
新

一
郎
先
生 

「
首
都
圏
布
教
の
原
点
を
い

た
だ
く
」』（「
と
れ
ん
ぷ
ら
ざ
」
第
38

号
）
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
お
読
み
い
た
だ
い
て
、
明
年
の
お

年
柄
を
意
義
深
く
お
迎
え
す
る
た
め
の

糧
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

昆
虫
を
通
し
て

い
の
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ

講
話
を
も
と
に
相
互
研
修

　

吉
岡
さ
ん
は
、
着
る
こ
と
を
単
な
る

お
し
ゃ
れ
の
一
つ
で
な
く
、
自
己
実
現

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
着
物
教
室

で
着
物
を
洋
服
に
仕
立
て
直
す
こ
と
を

体
験
し
て
以
来
気
に
入
り
、
長
く
続
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
10
年
以
上
に
わ

た
っ
て
作
っ
て
こ
ら
れ
た
作
品
の
数
々

を
見
せ
な
が
ら
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
旅
の

思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
教
会
連
合
会
（
安
西
宏
太
会

長
）
は
７
月
29
日(

土)

～
30
日(
日)

の
両
日
、「
清
和
県
民
の
森
」
を
会
場

に
第
８
回
少
年
少
女
の
集
い
を
開
催

し
、
21
名
が
参
加
。
内
５
名
が
少
年
少

女
で
あ
っ
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
大
自
然

を
満
喫
し
た
。

　

例
年
通
り
一
日
目
は
キ
ャ
ン
プ
場
近

く
に
あ
る
大
滝
で
水
遊
び
。
川
の
水
の

冷
た
さ
を
肌
で
実
感
し
つ
つ
、
子
ど
も

達
は
い
つ
ま
で
も
夢
中
で
遊
ん
で
い

た
。
そ
の
後
、
竹
を
使
っ
て
の
工
作
と

軍
手
ば
さ
み
を
作
成
。
大
人
た
ち
に
も

好
評
で
あ
っ
た
。
刃
物
に
慣
れ
て
い
な

い
子
ど
も
達
も
、
は
じ
め
は
使
い
方
に

不
安
が
あ
っ
た
が
、
お
じ
い
さ
ん
と
も

い
え
る
方
た
ち
か
ら
丁
寧
に
教
え
を
受

け
、
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
た
。

　

夕
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
お
肉
も
た

お
年
柄
奉
迎
の
準
備
着
々

大自然の中で貴重な体験

介護とリメークをテーマに
女性の集いを開催

く
さ
ん
い
た
だ
い
た
が
、
野
菜
が
思
っ

た
以
上
に
大
好
評
で
、
朝
食
用
に
用
意

し
て
い
た
も
の
ま
で
い
た
だ
い
て
し

ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

二
日
目
は
ハ
イ
キ
ン
グ
。
尾
根
道
で

高
低
差
が
か
な
り
あ
る
中
、
二
時
間
か

け
て
踏
破
し
た
。
昨
年
よ
り
多
少
難
度

が
上
が
っ
た
が
、
最
後
ま
で
元
気
に
や

り
通
し
た
。
山
ヒ
ル
の
心
配
は
あ
っ
た

が
、
昨
年
の
経
験
か
ら
対
処
は
う
ま
く

い
き
、
被
害
に
遭
っ
た
の
は
大
人
一
人

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

楽
し
い
こ
と
も
、
怖
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
一
切
が
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
良

く
も
悪
く
も
、
大
き
な
お
か
げ
を
い
た

だ
い
た
集
い
で
あ
っ
た
。

吉岡裕子さん

古賀さやかさん
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